
























　　　The student’s skill for computer has a big influence on class progress about the class 
organization for the computer literacy exercise at the first year education of the university.
　　　In this paper, it is made to answer by using WebClass(WBT system) for the problem of the 
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－ 220 －関西国際大学研究紀要　第 10 号 － 221 －
コンピュータリテラシー教育のためのプレースメント手法について
表３－１　当該授業のレベル別修得目標


















































この 2 項目の追加理由として，第 0 ステップで実施された，無記名で被験者個人の特定ができない授業
アンケート調査データの本研究に関連の深い項目と比較分析するためである。
【第 4 ステップ】
　第 1 ステップで実施したプリテスト，および選定された 15 問の妥当性を検証するため，またプレー


























































％ 2007 年 2008 年 ％ 2007 年 2008 年
有った 55.2 64.5 下げてほしい 9.5 5.7
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